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３ はじめの言葉 

 
 
４ 情報社会を生き抜く 

センスと人材の確保                田原文夫 

問題は、情報入手の方法、仕掛け作りではない。入手した情報への対応／リアクション

がポイントである。入手した情報の高度化のための作業も重要なカギとなる。そのために

は、Intelligence（情報処理）する Intellectual（知力）の涵養が問われている。また、今、

何が必要で、何が不要かを見分ける Affordance（本能）の必要性も確認したい。 
 

 

１１ 情報社会を考える その５０ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

相変わらずのシステム遅延 
相変わらず新システム移行へのプロジェクトが頓挫し、本稼働の遅延を公表する事象が

出ている。もちろん、出来損ないのシステムを稼働させてしまうよりはいい。従前のよう

に社内で収束収斂している時代はともかく、昨今の企業情報システムは様々な社外ユーザ

ーのシステム利用に寄与しているだけにたいへんである。 

最近新システムへの移行時期の延期を明らかにしたカード会社でも、「より安全・確実

に移行するために」と説明しているが、新システム移行に伴う各種サービス内容を予め顧

客に表明してきていただけに、システム開発プロジェクト遅延の公表は、さぞかし苦渋な

ことであったろう。 

 
 
１３ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 45        水田 浩 

オープンガバメント OG 11  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ

のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。

第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （43） 

言語行為展望論に基づく 
ビジネスアーキテクチャ         山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

ビジネスアーキテクチャでは組織間のビジネスプロセスを記述する必要がある。本連載

でもArchiMateによるビジネスプロセスの記述例を紹介した。 
Jan Dietzらによって提案された組織のためのビジネスモデル設計開発方法論（Design & 

Engineering Methodology for Organizations, DEMO）は、Winogradらによる言語行為展

望論（Language Action Perspective, LAP）に基づいている。本稿では、まずLAPについ

て概説する。次いでDEMOについて説明する。 
 
 

２８ IT 新時代とパラダイム・シフト 
第６０回 訪日外国人旅行者が注目する 

世界のクチコミサイトのインパクト        根本忠明 
最近、我々日本人にとって意外な場所が、訪日外国人観光客の人気スポットになってい

る。これには、彼らが利用する海外の旅行クチコミサイトが大きく貢献している。6年後の

東京オリンピックに2000万人もの外国人観光客を招聘するには、海外の旅行クチコミサイ

トの影響力に注目すべきではないだろうか。 
 
 

３１ 続インテリジェンスへのいざない 58 

曖昧／不確実なデータから 

いかにして解を求めるか            今井 武 

不確実さを含む過去の事実データから、いかにして将来進むべき方向性を探るか。これ

は私たちが宿命的に課せられた命題である。真実が再確認できる科学的事実に対して、人

的関与が存在する歴史的事実には多くの曖昧さ、不確定さが残されている。 
 

 
３４一味違うウェブ検索 

  第四十八話 デング熱を最初に疑ったのは 

医者ではなく感染者の母親だった（２）  ぐぅのうぇぶへい 

これまでのデング熱のマスコミ報道での基本的な問題は、自ら調査する調査報道をせず、

政府報道をそのまま伝える発表報道で済ませようとした点にある。現在、デング熱に代わ

り、エボラ出血熱に関するマスコミ報道が増えている。 
デング熱報道の過ちを繰り返さないためにも、これまでのデング熱に関するマスコミ報

道の問題点を具体的に整理しておく。問題は、「国内と海外とを区別した感染・発症者数

の統計数値のウソ」、「国内“初”感染のウソ」、「隣国の台湾、韓国、中国などでのデン

グ熱感染被害に言及していない」の 3 つに要約される。それについて、詳しく説明するこ

とにしたい 
 

３６ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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